
子どもの健康と環境に関する全国調査

プログラム

１周年記念シンポジウム
～子どもの健やかな成長をねがって～

子
ども

たち
は、あしたの地球を生きてゆく

参加者プロフィール ※裏面へ続きます

臨床医として、日々、子どもたちと接し、子どもの健康の改善に向けて尽力している。アレルギーに関する誤解を解くため、
テレビや講演で一般向けに分かりやすく解説する機会も多い。名古屋大学医学部卒業。国立名古屋病院小児科医員などを
経て、現職。

アレルギー疾患は非常に多くの子どもたちが経験するありふれた病気ですが、とて
も多くの誤解があります。予防や治療に関して適切な対応ができるよう信頼性の高
い最新の情報をお伝えしたいと思います。

国立成育医療研究センター生体防御系内科部アレルギー科医長 「アレルギーのおはなし」

おおや　ゆきひろ

大矢　幸弘

大矢先生から
一言メッセージ

小児神経専門医として「５歳児健診」を早くから提唱するとともに、小学校長として、日々、子どもたちや保護者と関わってい
る。鳥取大学医学部卒業。北九州市立総合療育センター小児科、オランダフライ大学留学などを経て、現職。 
主な著書に「ADHD, LD, HFPDD，軽度MR児保健指導マニュアル―ちょっと気になる子どもたちへの贈りもの」「学校に
おける子どものメンタルヘルス対策マニュアル」、「５歳児健診―発達障害の診療・指導エッセンス」などがある。

子どもの望ましい発達には、適切な環境がとても重要です。適切な環境とは何か？
この問いに答えるには、大掛かりな長期間の追跡調査以外に方法はありません。
次の世代の子どもたちへ、素敵な贈り物を準備しましょう。

鳥取大学附属小学校長

鳥取大学地域学部教授 「発達のおはなし」

こえだ　たつや

小枝　達也

小枝先生から
一言メッセージ

2012年1月22日（日） 13：30～16：00　時事通信ホール

13:30-13:35

13:35-14:20

14:20-14:30

14:30-15:10

15:10-15:20

15:20-16:00

16:00

開会あいさつ

①アレルギーのおはなし

休憩（10分）

②発達のおはなし

休憩（10分）

③エコチル調査のおはなし
　エコチル調査とは？
　エコチル調査でわかること
　いま、世界では

閉会

根本 美緒 （フリーキャスター・気象予報士）

横光 克彦 （環境副大臣）

大矢 幸弘 （アレルギー専門医）

小枝 達也 （小児神経専門医／小学校校長）

佐藤 洋 （エコチル調査コアセンター長）
山縣 然太朗 （エコチル調査甲信ユニットセンター長）
戸田 英作 （環境省）

総合司会



エコチル調査のコアセンター長を務める。東北大学大学院医学系研究科修了。同大医学部衛生学教室・環境保健医学分野
教授を経て現職。中央環境審議会委員、食品安全委員会専門委員、日本医師会環境保健委員会委員なども務める。日本衛
生学会賞、（社）日本医師会優功賞、厚生労働省労働基準局局長賞など受賞。

リクルートがはじまってほぼ一年が経ちました。東日本大震災では、様々な影響が
ありました。原発事故の影響もありますが、子どもが育つように、エコチル調査も順
調に育っていって欲しいと思っています。

エコチル調査コアセンター長

国立環境研究所理事 「エコチル調査のおはなし」

さとう　ひろし

佐藤　洋

佐藤先生から
一言メッセージ

公衆衛生学、疫学、人類遺伝学が専門。地域で25年に及ぶ出生コホート研究を実施中。また、遺伝子や脳科学研究など先端
科学と社会との接点も研究テーマ。山梨医科大学卒。米国カリフォルニア大学アーバイン校（UCI） 留学などを経て現職。
健やか親子21検討会、次期国民健康づくり運動策定専門委員会、ヒトゲノム・遺伝子解析研究の倫理指針検討会などの委
員。「研究は住民に始まり住民に終わる」がモットー。

健康な子も生まれ持った病気がある子もみんなが健やかに育つ環境をつくるため
に、多くの方に長期間ご協力いただくエコチル調査のような疫学研究が不可欠です。
ご理解とご支援がいただけるように頑張ります。

エコチル調査甲信ユニットセンター長

山梨大学大学院医学工学総合研究部社会医学講座教授 「エコチル調査のおはなし」

やまがた　ぜんたろう

山縣　然太朗

山縣先生から
一言メッセージ

エコチル調査ほか、化学物質の環境リスク評価を担当している。1987年環境庁入庁。経済協力開発機構（OECD）環境保
健安全課、環境省化学物質審査室長、市場メカニズム室長などを経て、2010年8月より現職。
共著に、「環境基本法の解説｣「Risk Assessment of Chemicals」などがある。

エコチル調査は、子どもの健康を追跡する調査としては、我が国でも、また世界でも
最大規模の調査です。国際的にも注目されており、２月末には北九州市で国際会議
を開催します。国際貢献としても重要な取組です。

環境省環境保健部環境リスク評価室　室長 「エコチル調査のおはなし」

とだ　えいさく

戸田　英作

戸田室長から
一言メッセージ

現在、「週刊！健康カレンダーカラダのキモチ」、「ごごネタ！クックＴＶ」（TBS系/CBC）に出演中。
1歳になる長女がアレルギーをもっていることからエコチル調査に興味をもち、早くからエコチル
調査サポーター（※欄外参照）として、調査を応援している。慶應義塾大学経済学部卒業後、東北放
送アナウンサーなどを経て2005年よりフリーキャスターとして活躍中。

１歳５か月の娘は食物アレルギーやアトピー、喘息などと頑張って戦っています。
こういう症状の裏にはいったいどんな原因が隠されているのか。今日はそれを紐解
くカギが見つかればなと思っています。

フリーキャスター・気象予報士 総合司会

ねもと　みお

根本　美緒

根本さんから
一言メッセージ

※エコチル調査サポーターとは‥‥
　エコチル調査の趣旨に賛同し、調査を応援するサポーター。
　携帯電話による登録は、右のQRコードから。
　PCによる登録は、https://www.env.go.jp/chemi/ceh/entry/から。
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